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　　　『白石川の白鳥
（写真研究会集団新白石）

市属憲章
住みよい白石をつくるため

雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち白石市民は

＊自然を愛し　住みよい白石を　つく1）ます。

＊文化を高め　美しい心を　そだてます。

＊健康で　あたたかい家庭を　きずきます。

＊仕事にはげみ　豊かな郷土を　つくレ）ます。

＊きま『）を守1）　明るい社会を　きずきます。



　12月の定例市議会で、昭和53年度の一

般会計・特別会計（国保・簡易水道・下

水道）の決算が認定されました。

　そこで、みなさんが納めた税金や、国か

らの地方交付税などがどのくらい入り、

またどのように使われたかという市の台

所のゆくえを、みなさんに図表であらま

しをお知らせします。
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　　分担金及ぴ
　　負担金63・076千円（1，0％）

　　手数料　66，364千円（1，1％1

　財産収入21意16，033千円（3，6％）

　寄付金　20，896千円（0，3％）

　繰入金　3，480千円（0，1％）

　繰　越　金1億24，088千円（2，1％）

　諾収　入1億23，873千円（2，0％）
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　地方交付税
11億5，346万9千円
　　（29．1％）

　　地方譲与税

　6，624干円（0．1％）

市税の内訳
　総額134、758万円（100％）

市民税
57，382千円（42．6％）
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　　　　　12，6151∫円
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　　　　　　　木材引取税

　　　　　　　　　35万円

　　　　　　　（0，2％）
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軽自動車税

1，375万円

（1．0％）

郵

市民の市税負担と借金（起債）

　　　及び市民への還元額

　人口　　世帯数54年3月末41，650人　10，914世帯
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1世帯が背負

っている市の

借金

　225，317円

1世帯に使われた

市のお金

　　525，晒円

1世帯が負担した

税金

　　123，423円

人が背負って

る市の借金

59，042円

1人に使われた

市のお金

税金

　32，355円
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　　支　出
57億3，012万3千円

　　（100％）
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　　　小原小プ・一ル

簡易水道事業決算

　　　　　　　　　　　
歳入83・万円　　　78覗入金

　　　　　　　　　59万円　　事業収入693万円

／　　　　　　国庫支出金　、

　　　　　　　8億2，924万円

国民健康
保険税

4億舗合計
　　　　　13億4，531万円

ヨ食颪，、。万ヂ

保険給付金

1億9，321万円

歳　出733万円

　　　事業管理費584万円舗萬i

差引き97万円は当年度純利益として次年度へ

　下水道事業決算
歳入2億3，535万円

出歳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　ぺ歳入2億3，535万円　　　　　　　　　　　　　5，000万円

　　　国塵支出金　　饗醤　　市止　　債
　　　1億200万円　　　万円　　1億40万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　公債費歳出2偉3，535万円　　　　　　　　　437万円

下水道事業費2億3，098万円
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い
ま
、
国
内
に
は
国
民
の
約
七
ヵ

月
分
の
消
費
量
に
相
当
す
る
六
百
五

十
万
ト
ン
の
古
米
在
庫
を
か
か
え
、

米
の
需
給
不
均
衡
は
放
置
で
き
な
い

極
限
状
態
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　
米
の
生
産
が
過
剰
気
味
に
な
っ
て

き
た
反
面
、
米
の
消
費
も
依
然
と
し
て

伸
び
悩
み
米
を
め
ぐ
る
情
勢
は
大
変

む
づ
か
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
し

か
も
米
以
外
の
麦
、
大
豆
、
飼
料
作

物
等
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に

依
存
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
、
こ
れ

ら
需
給
の
均
衡
を
は
か
る
た
め
昭
和

五
十
三
年
度
に
「
水
田
利
用
再
編
対

策
」
と
い
う
名
の
第
二
次
減
反
が
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
今
年
で
三
年
目
を

迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
に
と
も
な
い
当
市
に
対
し
水

田
面
積
二
千
百
七
十
二
診
の
十
一
育

に
あ
た
る
二
百
三
十
九
診
を
昭
和
五

十
五
年
度
の
努
力
目
標
面
積
と
し
て

県
よ
り
提
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
こ
の

努
力
目
標
の
消
化
に
あ
た
っ
て
は
農

家
の
皆
さ
ん
の
絶
大
な
る
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
こ
と
し
の
対
策
は

賜
漏糸

稲
作
転
換
事
業

こ
の
よ
う
に
し
て
進
め
ま
す

重
点
推
進
事
項
は
：

【
転
作
基
盤
の
強
化

こ
れ
ま
で
も
進
め
て
き
た
排
水
対

策
な
ど
に
よ
る
ほ
場
条
件
の
整
備

機
械
施
設
や
地
域
利
用
施
設
の
導

入
な
ど
を
一
層
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

二
重
点
作
物
の
選
定

大
豆
、
飼
料
作
物
、
麦
、
桑
等
を

重
点
作
物
と
し
、
生
産
の
振
興
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
と
く
に
、
大
豆
は
、
こ
れ
ま
で

　
の
試
験
研
究
の
成
果
や
、
か
っ
て

は
本
県
が
大
豆
の
主
産
地
で
あ
っ

た
伝
統
を
生
か
し
、
増
産
運
動
と

し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

三
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中
核
集
団
の
育
成

．
集
団
転
作
”
は
転
作
を
成
功
に
導

　
く
［
つ
の
カ
ギ
で
す
。
・
こ
の
た
め

　
畑
作
適
地
や
条
件
整
備
地
区
な
ど

を
中
心
に
集
団
転
作
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
と
あ
わ

せ
て
受
託
集
団
や
中
該
集
団
、
そ

れ
に
明
日
の
農
業
と
農
村
を
築
く

”
地
域
リ
ー
ダ
ー
”
の
育
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

転
作
促
進
の
た
め
の
助
成
は
：

一
転
作
条
件
の
整
備

転
作
に
必
要
な
水
田
の
整
備
（
排

水
工
事
、
客
土
、
土
壌
改
良
、
農

道
整
備
、
整
地
な
ど
…
）
、
転
作

の
た
め
に
必
要
な
機
械
施
設
に
つ

い
て
一
定
面
積
以
上
を
対
象
に
、

共
同
利
用
す
る
場
合
に
助
成
し
ま

す
。

二
種
子
お
よ
び
家
畜
の
導
入

特
定
作
物
（
大
豆
、
麦
、
飼
料
作

物
な
ど
）
の
種
子
導
入
や
肥
育
の

た
め
の
素
牛
を
導
入
す
る
経
費
に

対
し
て
助
成
を
し
ま
す
。

三
転
作
の
モ
デ
ル
展
示
ほ
設
置

転
作
作
物
の
裁
培
技
術
を
普
及
す

る
た
め
、
市
町
村
が
転
作
田
を
活

用
し
て
”
展
示
ほ
”
を
設
置
す
る

場
合
に
助
成
し
ま
す
。
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こ
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稲
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産
施
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敷
地
へ
の
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換
を
助

含
む
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図
農
協
等
へ
の
水
田
の
預
託

転
作
し
た
い
が
自
家
労
力
等
の
関
励

係
で
作
付
で
き
な
い
人
か
農
協
等
奨

　
へ
預
託
し
農
協
等
は
他
の
転
作
希

　
望
農
家
に
依
頼
し
て
米
以
外
の
作

　
目
を
裁
培
す
る
、
な
お
引
受
け
農

　
家
が
な
い
場
合
、
農
協
等
は
三
ヵ

　
年
に
限
り
休
耕
田
と
し
て
保
全
管

　
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈹
土
地
改
良
事
業
と
通
年
施
行

　
稲
作
裁
培
期
間
中
（
夏
期
施
行
）

　
に
実
施
さ
れ
る
土
地
改
良
事
業
。

対象作物監目1名
準収穫量

天豆、飼料作物、麦、そば

果実、桑、アスパラガス．、ホワプなど

野菜、葉たばこ、花き、花木、種苗類、養漁池、農業生産施設への転地など

管理休耕3ヶ年に限る

転作の場合は………転作奨励補助金交付の対象となる。

475～489
kgの場合

　　　　　円

57，000

57，0〔）0

42，000

42，000

42．000

415～429
kgの場台

　　　　　円

53，000

53，000

　38，000

38．000

　38，000

　　　　基

355一・369
kgの場合

　　　　　円

49，000

49，000

34，000

34，000

34、000

　　　　10a当り

種類

1転作奨励補助金
①特　定　作　物
②永　年　性作物

③一　般　作物等
2管理転作奨励補助金

3土地改良通年施行補助金

基準収穫量とは52年産米で農業共済組合で設定した収量
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触
糊

多

　
学
校
給
食
の
草
分
け
が
、
粉
乳
補

食
と
い
う
形
で
あ
っ
た
昭
和
二
十
年

代
後
半
は
、
戦
後
の
食
糧
難
時
代
で

米
駐
留
軍
か
ら
の
援
助
物
資
を
頼
り

に
、
先
ず
飢
を
防
ぐ
た
め
の
補
食
が

目
的
で
し
た
。

　
そ
の
後
学
校
給
食
は
、
国
内
の
食

糧
事
情
が
好
転
す
る
に
つ
れ
、
あ
ら

ゆ
る
物
資
が
豊
富
と
な
り
、
一
時
は

学
校
給
食
不
用
論
さ
え
叫
ば
れ
る
時

期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て

そ
の
存
在
意
義
が
見
直
さ
れ
、
よ
う

や
く
定
着
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。
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学
校
給
食
の
目
的

ω
適
正
な
管
理
の
も
と
栄
養
カ
ロ
リ

　
ー
、
と
も
に
児
童
の
心
身
の
発
達

　
に
有
効
な
食
事
を
与
え
る
こ
と
。

⑭
教
師
の
適
切
な
指
導
の
も
と
、
食

　
事
の
マ
ナ
ー
が
身
に
つ
き
楽
し
い

　
食
事
が
正
し
く
実
施
さ
れ
る
こ
と

　
等
々
で
あ
り
学
校
給
食
は
今
や
学

　
校
に
お
け
る
教
科
学
習
と
と
も
に

　
児
童
生
徒
の
生
活
指
導
上
、
必
要

　
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
受

　
け
と
め
て
お
り
ま
す
。

例
を
あ
げ
ま
す
と
、
家
庭
に
お
い
て

は
日
常
の
食
事
の
場
合
、
ご
く
一
部

き

轍

鵬
2
「
夢
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傷i

擁
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、
篭
　
冥
「
’
、

蕪

穫
・

　頓

を
除
い
て
は
、
栄
養
分
析
や
、
カ
ロ

リ
ー
量
の
計
算
が
し
に
く
い
現
状
に

あ
り
ま
す
が
、
学
校
に
お
い
て
は
、

そ
れ
が
小
学
校
に
お
い
て
特
に
、
低

中
、
高
学
年
に
応
じ
た
配
慮
が
な
さ

れ
種
々
の
効
果
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
中
学
校
に
お
い
て
も
、
同
じ

も
の
を
同
時
に
食
べ
る
と
い
う
場
が

設
定
さ
れ
、
生
徒
間
の
連
帯
感
が
強

め
ら
れ
る
等
の
効
果
が
み
ら
れ
ま
す
、

　
当
市
に
お
い
て
も
、
市
内
小
学
校

十
校
（
他
に
分
校
五
校
）
中
学
校
は

白
石
中
を
除
く
五
校
に
完
全
給
食
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
白
石
中
の

　
　
　
　
　
　
　
場
合
生
徒
数
が
多

　
　
　
　
　
　
　
い
た
め
、
実
施
を

　
　
　
　
　
　
　
遅
ら
せ
て
お
り
ま

霧
』

驚
　瀞　纏鑛講

蘇

濯ず

黙募翻
糖

醒

す
。
従
っ
て
［
日

も
早
く
完
全
給
食

を
実
施
し
た
い
の

で
す
が
、
単
独
調

理
場
を
設
置
し
て

も
、
こ
こ
一
、
二

年
中
に
校
舎
改
築

の
予
定
が
あ
る
た

め
、
ま
た
次
の
よ

う
な
理
由
か
ら
給

食
セ
ン
タ
ー
を
新

設
し
た
上
で
、
実

施
す
る
構
想
を
も

っ
て
お
り
ま
す
。

ω
現
在
小
学
校
に

設
置
し
て
あ
る
調

　
理
場
は
耐
用
年
数
そ
の
他
か
ら
、

　
大
き
な
改
造
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
現
状
に
あ
り
、
特
に
汚
水
処

　
理
装
置
の
新
設
、
そ
の
地
設
備
の

　
改
造
に
は
漠
大
な
経
費
が
か
さ
む

　
点
を
考
慮
し
併
せ
て
、
市
が
負
担

　
す
る
給
食
運
営
費
の
合
理
化
を
図

　
る
必
要
が
あ
る
。

ω
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
集
中
管

　
理
方
式
で
今
ま
で
各
学
校
で
の
物

　
資
構
入
、
物
品
代
支
払
等
の
事
務

　
を
一
ヵ
所
に
集
め
て
行
う
こ
と
が

　
で
き
、
調
理
員
、
栄
養
士
等
給
食

　
関
係
者
の
勤
務
態
様
が
現
状
よ
り

　
合
理
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑭
建
設
予
定
地
は
、
白
石
地
方
卸
売

　
市
場
に
隣
接
し
、
物
資
の
購
入
、

　
搬
入
、
搬
出
が
非
常
に
便
利
で
あ

　
り
、
バ
イ
パ
ス
を
利
用
し
て
周
辺

　
部
へ
の
配
送
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ

　
れ
る
等
の
利
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
は
、
財
政
措
置
が
整
い
し
だ
い

建
設
準
備
を
す
す
め
て
お
り
、
既

に
去
る
十
二
月
の
議
会
に
お
い
て
、

用
地
取
得
の
予
算
が
承
認
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
一
日
も
早
く
同
セ
ン
タ
ー
を
完
成

さ
せ
て
、
市
内
小
、
中
学
校
全
校
の

児
童
生
徒
に
心
の
こ
も
っ
た
栄
養
カ

ロ
リ
ー
と
も
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

給
食
を
全
面
実
施
し
た
い
も
の
で
す
。
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藷市

盤国保
　

雛　被保険者証の検認

3月18日～26日

保険者証検認日程
　　　　　　行　　政　　区　　名

越河全区

斎川全区

大平全区

大鷹沢全区

1・2・3・4・5区

6・7区
鎌先・弥治郎

上原・下原・山ノ下・沖・山根

八宮・芹沢・大網

西区下・西区上・南区

北区・東区

三住

蔵王

不忘、

川原子・沼

塩倉・中北・東

新町・赤坂・猿鼻

上戸沢

下戸沢・冷清水

赤井畑・大熊

ノ」・久保平

明戸・湯元

滝上・滝下・尾箆

小下倉

郡山

長町・亘理町・短ヶ町・清水小路・本郷才3・矛4

鷹巣

本郷汁1・矛2・上郡山

中町・新町・寿町・西益岡・中益岡・東益岡

南町・田町・本町・柳町

　
　
　
　
適
正
な
保
険
給
付
を
行
う
被

　
　
　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
被
保
険

険
者
証
の
検
認
を
行
つ
こ
と
に
な
っ
保

て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
康

次
の
日
程
に
よ
り
、
検
認
を
行
な
健

い
ま
す
の
で
現
在
使
甲
し
て
い
る
民

〃
藻
険
者
証
”
を
持
参
の
う
え
検
認
国

を
受
け
て
下
さ
い
。

　
な
お
修
学
そ
の
他
特
別
の
事
由
に

よ
り
別
個
の
被
保
険
者
証
（
㊥
ま
た

は
㊥
の
表
示
を
し
て
あ
る
も
の
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る
世
帯
の
方
は
前

も
っ
て
㊥
㈹
の
被
保
険
者
証
を
回
収

し
て
当
日
検
認
を
受
け
て
下
さ
い
。

㈱
　
こ
の
検
認
を
受
け
な
い
方
は
四

月
一
日
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

会　　　 場

越河公民館
斎川公民館
大平公民館
大鷹沢公民館

白川公民館
犬孕都婆集会所

鎌先詰所
福岡公民館
八宮生活センター

深谷公民館
北区集会所

』三住開拓婦人ホーム

蔵 王分校
不忘分校
川原子集会所

小原公民館
新町集会所
上戸沢集会所

下戸沢集会所
赤井畑集会所
小久保平集会所

明戸集会所
滝下会館
小下倉集会所

郡山集会所
中央公民館
寿山集会所
本郷第一集会所

市　 役　 所
第2会議室（2階）

時　　　　　　間

　9：00～12：00

13＝OO～16＝00

　9：00～12＝00

13：00～16；00

　9：30～12＝00

13：00～14：30

　9：30～10：30

12＝00～15：30

　9：00～10二30

11　：00～12　：　30

13：30～15：00

1Q：00～11　：00

11　＝30～12：00

13：00～14；OO

l4：30－15：30

　9：30～12＝00

13＝00～15：00

10：00～11：00

12＝30～14：00

14　＝30～15：30

10：00～11　：00

12：00～13＝00

14＝00～16：00

　9＝00～10：00

10　＝00～11　：30

12＝30～15：30

　9：00～11＝OO

I2＝OO～15＝00

9＝00～16＝00

9：00－16：00

地区
越河
斎川
大平
大鷹沢

白川

期　　日

3月18日

福岡

3月19日

福岡3月21日

小原3月24日

ノJ・原

福岡
白石

3月25日

白石
白石

3月25日

3月26日

市
税
前
納
報
奨
金

　
　
　
　
　
　
制
度
改
正

　
個
広
の
市
民
税
及
び
固
定
資
産
税
の
前
納

報
奨
金
交
付
制
度
は
終
戦
直
後
の
混
乱
期
の

中
で
、
一
般
市
民
の
納
税
意
欲
の
高
揚
と
税

収
入
の
早
期
確
保
を
意
図
し
て
創
設
さ
れ
、

本
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
制
度
を
導
入
し
て

そ
れ
な
り
の
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
が
、

近
年
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
に
伴
い
、

担
税
力
の
高
い
企
業
や
、
高
額
所
得
者
に
対

す
る
交
付
が
、
大
半
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
、
ま
た
市
民
の
意
識
や
、
受
け
と
め

方
も
、
報
奨
金
を
目
的
と
す
る
も
の
よ
り
も
、

期
別
毎
の
納
付
の
頬
わ
し
さ
を
避
骨
た
い
と

い
う
風
潮
が
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
ざ
ら
に
こ
の
制
度
の
適
用
外
と
な
っ
て

い
る
特
別
徴
収
の
納
税
者
の
不
公
平
感
を
助

長
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と
な
ど
、
前
納

報
奨
金
交
付
制
度
本
来
の
存
在
意
義
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
現
状
に
鑑
み
昭
和
五
十
六
年
度

か
ら
、
こ
の
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
御
理
解
願
い
ま
す
。

　
な
お
昭
和
五
十
五
年
度
分
に
つ
い
て
は
、

特
例
と
し
て
個
人
の
市
民
税
又
は
固
定
資
産

税
を
最
初
の
納
期
の
月
に
前
納
し
た
場
合
に

限
り
交
付
い
た
し
ま
す
。
こ
の
場
合
の
報
奨

金
の
計
算
方
法
は
従
前
の
と
お
り
で
す
が
交

付
額
に
限
度
（
一
の
納
期
の
税
額
が
十
万
円

を
超
え
る
と
き
は
十
万
円
と
す
る
）
を
設
け

る
取
扱
と
な
り
ま
す
の
で
御
諒
承
下
さ
い
。

6

1，300億円が灰に

2月29日⇒3月13目

春の全国火災予防運動

　「1年間で、1，800人におよぶ尊い人命と
1，300億円の財貨が炎の中で失われた田
　昨年秋に発表された消防自書は、こう伝え
ています。

　ところで2・3月は空気がカラカラに乾燥
して風も強く、いわば火災シーズンの“本番“
ともいえる“危険な季節“です。

　2月29日から2週間「春の全国火災予防運
動Jが行われますが、お宅の火の元は大丈夫
でしようか。

災火

目
本
初
島
の
ど
ε
か
驚

7
分
艶
秒
健
卿
件
の
割
含
で
発
態

　
消
防
設
備
の
近
代
化
や
消
防
職
員

の
増
員
な
ど
に
よ
っ
て
、
火
災
一
件

当
た
り
の
損
害
額
は
以
前
に
比
べ
て

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
半
面
、
出
火
件
数
は

横
ば
い
も
し
く
は
増
加
の
傾
向
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。
五
十
三
年
は
前
年

に
比
べ
て
一
〇
％
増
の
七
万
四
百
二

十
三
件
（
全
国
V
に
も
の
ぼ
り
、
昭

和
四
十
八
年
の
七
万
三
千
七
十
二
件

に
次
ぐ
戦
後
二
番
目
の
不
名
誉
な
記

録
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
年
間
に
七
万
四
百
二
十
三
件
と

麟鱒
農

、

い
い
ま
す
と
　
　
日
本
の
ど
こ
か
で

七
分
三
十
八
秒
ご
と
に
火
災
が
起
き

て
い
る
勘
定
に
な
り
ま
す
．
そ
し
て

毎
日
二
十
八
・
九
人
が
火
事
で
死
傷

し
、
三
億
五
千
八
百
万
円
の
財
産
が

む
な
し
く
灰
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

な
ん
と
も
痛
ま
し
く
、
も
っ
た
い
な

い
話
で
す
。

　
火
災
の
中
で
一
番
多
い
の
は
、
な

ん
と
い
っ
て
も
建
物
火
災
で
、
前
の

年
に
比
べ
て
六
百
十
件
増
の
約
四
万

件
。
次
い
で
林
野
火
災
の
七
千
二
百

八
件
で
す
。
前
年
に
比
べ
て
約
二
干

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

灘
　
．

件
（
三
八
％
）
も
多
く
な
っ
て
い
る

の
が
目
立
ち
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
春
か
ら
異
常
乾
燥
が
続

い
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
、
た
き
火

⑱
年
蘭
た
ぱ
詑
が
ト
ヅ
フ

　
　
　
　
　
　
　
門
九
毒
夫
φ
不
幾
沫
恥
も
藩
塒

毎日
2＆9、く

誰

禽
．
｝

の
不
始
末
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
が

原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

0
ロ

ロ
0監

口OOOOOロ
賢1くi

一
年
間
　
に
千
三
百
億
円
を
灰
に
し

た
最
大
の
”
元
凶
”
は
何
だ
っ
た
の

で
し
よ
う
。

　
失
火
　
　
出
火
原
因
の
七
六
％
ま

で
が
、
わ
た
し
た
ち
自
身
の
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
、
つ
ま
り
火
の
不
始

末
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
出
火
原

因
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
、
今
年
も
や

は
り
た
ば
こ
で
、
九
千
九
百
二
十
件

全
火
災
の
｝
四
・
　
％
。
こ
れ
で
昭

和
三
十
五
年
以
来
、
十
八
年
間
連
続

し
て
、
た
ば
こ
は
出
火
原
因
の
ト
ッ

プ
の
座
に
あ
り
ま
す
。
愛
煙
家
の
み

な
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
他
人
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　
た
ば
こ
に
次
い
で
二
番
目
に
多
い

の
は
、
　
「
た
き
火
）
の
九
干
八
百
七

十
七
件
（
一
四
・
○
％
）
三
番
目
が

「
子
供
の
火
遊
び
」
六
千
三
百
三
十

五
件
（
九
・
O
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
出
火
原
因
の
順
位
は
、
例
年

と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
五
十
三
年
の

特
徴
と
し
て
収
げ
ら
れ
る
の
は
「
た

き
火
」
の
不
始
末
に
よ
る
火
災
が
急

増
し
た
こ
と
で
、
前
の
年
に
比
べ
て

三
千
二
十
七
件
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
聞
な
ど
で
騒
が
れ
て
い

る
「
放
火
」
は
”
疑
い
”
も
含
め
て

五
千
三
百
六
十
九
件
も
あ
り
ま
し
た
。

全
火
災
の
七
・
六
％
を
”
放
火
魔
”

が
占
め
る
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
ゾ

ッ
と
す
る
話
で
す
。
同
時
に
、
全
く

関
係
の
な
い
他
人
の
家
に
火
を
つ
け

て
不
幸
の
ド
ン
底
に
陥
れ
る
と
い
う
、

こ
れ
ほ
ど
憎
む
べ
き
犯
罪
は
ほ
か
に

な
い
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
ご

　
　
　
　
　
　
／
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物
よ
り
心
を
与
え
よ
う

　
青
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
は
一
昨
年

四
月
・
青
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行

防
止
を
目
的
と
し
て
開
設
さ
れ
、
次

の
よ
う
な
し
ご
と
を
し
て
い
ま
す
。

○
青
少
年
に
対
す
る
悩
み
や
問
題
に

　
つ
い
て
の
相
談

○
青
少
年
相
談
員
（
二
十
一
名
）
に

　
よ
る
定
期
的
街
頭
巡
回
指
導

○
環
境
浄
化
の
推
進
並
び
に
青
少
年

　
健
全
育
成
推
進
大
会
の
実
施

　
セ
ン
タ
ー
に
は
相
談
室
が
あ
り
、

静
か
な
雰
囲
気
の
も
と
に
、
相
談
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
相
談

内
容
や
氏
名
等
は
す
べ
て
秘
密
を
厳

守
し
て
い
ま
す
。
青
少
年
（
二
十
歳

未
満
）
に
対
す
る
悩
み
や
問
題
の
あ

る
場
合
、
本
人
、
家
族
の
方
の
来
所

ま
た
は
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
今
や
青
少
年
の
非
行
は
戦
後
第
三

の
ピ
ー
ク
に
あ
り
、
社
会
的
に
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
白
石
警

察
署
に
よ
る
少
年
補
導
状
況
は
、
伸

ぴ
率
で
県
下
一
と
な
っ
た
一
昨
年
に

比
し
、
昨
年
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
若
干
の
減
少
を
み
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
低
年
令
化
が

み
ら
れ
憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
十
一
月
、
市
内
三
十
八
団
体

加
盟
の
も
と
に
「
青
少
年
の
た
め
の

白
石
市
民
会
議
」
が
結
成
さ
れ
、
青

少
年
の
健
全
育
成
非
行
防
止
が
推
進

さ
れ
て
い
ま
す
。
全
市
民
の
皆
さ
ん

の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

各種定例相談日

月から更

白石警察署
少年補導状況

変

（54年1月一12月〕

減（率1増　
月

　
～

年
月

　
月

　
～

年
月

年別

区分

一4，3％
（
　
一

員人総

一19．4％
（
　
一

罪少年
才以上20才未満）

＋20％（
十30

触法少年
（14才未淘

一3．5％
『〔

　
一

犯不良行為少年

（伽才未満）

｝内は女子数であり内数です

　
い
ま
・
で
の
定
例
相
談
日
は
毎
月

五
日
、
人
権
、
行
政
、
生
活
の
各
相

談
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
昭
和
五
十

五
年
四
月
か
ら
毎
月
十
五
日
（
十
五

日
が
土
・
日
・
祭
日
の
場
合
は
翌
日
）

に
改
め
社
会
保
険
相
談
や
青
少
年
問

題
相
談
等
も
含
め
総
合
的
な
も
の
と

し
て
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
ず
る
こ
と

に
致
し
ま
し
た
。
但
し
曜
日
で
行
っ

て
い
る
相
談
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は

従
前
通
り
な
の
で
十
五
日
と
重
複
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
気
軽

に
御
利
用
下
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
お
問
合
せ
は
盈
五
⊥
二
一

一
内
線
一
二
七
市
民
相
談
係
へ

談相例定
容内所場聞時日相　言炎談　区　分相

結婚、離婚、遺産相続、借地借家、雇傭、差別
待遇問題等。

国や県、市など役所の行う仕事について困って
いることや希望等。

白石市役所10：00～12：005入権擁護相談

〃10：00～12：005行政相談
市民の日常の生活上の困りごと。〃10：00～12：0015　255生活相談
健康保険、船員保険、厚生年金など。〃30～15：00921社会保険相談

60歳以上の方の職業斡旋。〃10：00～14：00184高齢者職業紹会

税金などに関すること〃10：00～16：0013税務相談
買物苦情、消費生活一般。〃9：00～16：00毎週水木金

補聴器の修理、調整など。〃13：00～14：00276

消費生活相談

補聴器巡画
サービズ

耳の無料巡回相談と補聴器の修理。市民会館9：30～11：305〃

お気軽においで下さ
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市
　
民
　
登

福
岡
中
ス
キ
ー

　
　
　
　
　
全
国
大
会
へ
出
場

場

菊
地
　
信
幸
君
（
福
岡
中
二
年
）

阿
部
耕
太
郎
君
（
福
岡
中
二
年
）

日
下
　
正
見
君
（
福
岡
中
二
年
）

木
村
　
弘
子
さ
ん
（
福
岡
中
二
年
）

　
全
国
の
壁
は
さ
す
が
に
厚
か
っ
た

が
、
良
い
勉
強
に
な
っ
た
　
　
と
、

こ
の
ほ
ど
旭
川
で
開
か
れ
た
全
国
中

学
校
ス
キ
ー
大
会
か
ら
帰
り
、
一
段

と
た
く
ま
し
く
ス
キ
ー
焼
け
し
た
顔

で
語
っ
て
く
れ
る
四
人
。

　
今
年
は
去
年
か
ら
の
雪
不
足
の
た

め
思
う
よ
う
に
練
習
が
出
来
ず
、
去

る
『
月
に
鳴
子
で
行
わ
れ
た
県
中
学

校
ス
キ
ー
大
会
で
は
、
現
地
に
行
っ

て
初
め
て
雪
の
う
え
で
練
習
を
す
る

と
い
う
異
常
事
態
適

　
し
か
し
、
悪
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

を
乗
り
越
え
男
子
ア
ル
ペ
ン
総
合
の

部
で
初
優
勝
、
同
じ
く
女
子
の
部
で

第
四
位
、
ま
た
女
子
ス
ラ
ロ
ー
ム
で

木
村
さ
ん
が
二
連
覇
を
果
す
な
ど
、

そ
の
圧
倒
的
強
さ
は
”
仙
南
に
福
中

ア
リ
”
と
の
声
を
広
め
た
。

　
「
団
体
、
個
人
共
に
今
年
以
上
の

好
記
録
を
目
指
し
た
い
。
」
　
と
、
早

く
も
来
年
へ
の
抱
負
を
四
人
が
語
れ

ば
、
顧
問
の
八
巻
隆
俊
先
生
も
「
シ

ー
ズ
ン
・
オ
フ
で
の
基
礎
体
力
向
上

を
図
り
、
来
年
は
全
国
大
会
で
も
上

位
へ
食
い
込
み
た
い
！
」
と
意
欲
満

満
。

55年2月

白石市

消費生活モニター
小売価格調査結果

前年同月
価格対比

対前月
価格比

均平最低最高

％
即

円
躍

％㊤
4

㊤『
　10，

　　7260．230265

107421　6
0．

　8
2．

　　　4
451．390500

Io9499　　213，
　　1
7．

　　　7

545．500580

103160　9
0．

　4
1．

　　　3

164．12G175

101120　0
0．

　　　4

121．110140

101353　　6
0．　　1△2．

　　　0
355．350370

10456　0
0．　　058．5560

100204　0
0．

　　　3
204．1go215

107324　0
0．　　0346，330350

107187　0
0．

　　　0

200．200200

118943　　3
1．　　314，

　　　　　3
1，114．1，0001．200

1004517
　0
0．

　　　　　0
4，500．4．OOO5，000

1251717　　4
3．　　070，

　　　　　3
2．149．1，9752，290

219643　　710．
　　　3

136．
　　　　　7
1．407．1．2141，450

調査区域

区分

店舗形態

価格
店舗形態

価格
店舗形態

価格
店舗形態

価格
店舗形態

価格
店舗形態

価格
店舗形態

価格
店舗形態

価格
店舗形態

価格
店舗形態

価格
店舗形態

価格
店舗形態

価格
店舗形態

価格
店舗形態

価格

銘柄規格名品

1kg上白糖砂

本醸造上級濃口

2¢（代含み）
しょう油

1650g（1，8ε1天ぷら油

薄力粉・一等級
1kg小麦粉

一斤普食ン食

雪印カルトン入
2259

タ　ー

中華めん
JAS100g

即　 席

フーメン

225gソフトマーガリン

皿並一
ス

レ
イ

カ
ラ

杯力純ナうどん

小学生調髪（洗

髪を含む）一回理髪料

ヨ
ぴ
回

シ
及
一

ド
ツ
含

ル
カ
ト

一
ト
、

コ
一
セ

パーマ
ネント代

m軍5ン
ス

ロプ
ガ

18E（配達料含1油灯

訟

繕
鼻
舞　受罫断

味
自
慢

　三浦明子（白石

パウンド・ケーキ

　
材
料
（
十
八
セ
ン
チ
型
一
ケ
分
）

　
　
小
麦
粉
　
一
カ
ッ
プ

　
　
砂
糖
⊥
2
カ
ッ
プ

　
　
卵
　
　
　
二
個

　
　
干
ぶ
ど
う
［
カ
ッ
プ

　
　
低
塩
マ
ー
ガ
リ
ン

　
　
　
　
　
　
六
〇
グ
ラ
ム

　
　
香
　
料

作
り
方

　
マ
ー
ガ
リ
ン
を
タ
リ
ー
ム
状
に
な

る
ま
で
て
い
ね
い
に
練
り
、
砂
糖
を

入
れ
て
よ
く
ま
ぜ
る
。
次
に
卵
を
一

個
ず
つ
よ
く
ま
ぜ
あ
わ
せ
行
く
。

　
細
か
く
切
っ
た
干
ぶ
ど
う
、
香
料

を
加
え
て
ま
ぜ
、
最
後
に
粉
を
入
れ

て
さ
っ
く
り
と
ま
ぜ
る
。

　
マ
ー
ガ
リ
ン
を
ぬ
っ
た
型
に
流
し

入
れ
表
面
の
中
央
を
少
し
く
ぼ
ま
せ

る
よ
う
な
つ
も
り
で
へ
ら
で
形
を
整

え
て
天
火
に
入
れ
る
（
温
度
は
一
四

〇
度
位
で
四
十
～
五
十
分
位
焼
く
。
）

焼
き
上
っ
た
ら
、
し
ば
ら
く
時
間
を

置
い
て
か
ら
切
っ
た
方
が
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
。
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司き

嘗
き
あ
娯
ど
訳

⑳
菅
野
新

刈
田
病
院
に
い
た
こ
ろ
の
こ
と

　
僕
は
、
東
北
帝
大
医
学
専
門
部
薬

学
科
出
身
で
、
白
石
の
刈
田
病
院
に

勤
め
た
の
は
、
大
正
七
年
か
ら
昭
和

三
年
ま
で
、
足
か
け
十
一
年
。
白
石

に
行
っ
た
と
き
は
、
む
ろ
ん
、
独
り

者
で
、
後
小
路
の
高
鉄
（
高
橋
鉄
之

助
）
さ
ん
の
と
な
り
の
家
に
下
宿
し

た
。
あ
と
で
分
っ
た
が
、
金
ヶ
瀬
の

　
　
　
　
　
　
め
か
け

山
家
さ
ん
の
お
妾
さ
ん
の
家
で
、
い

わ
ば
、
て
い
の
よ
い
番
人
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
お
妾
さ
ん
、

な
か
な
か
の
美
人
で
、
と
き
お
り
、

旦
那
さ
ん
が
泊
ま
り
に
や
っ
て
き
た

が
、
私
は
気
を
き
か
し
て
、
夜
お
そ

く
ま
で
、
ほ
か
の
家
で
遊
ん
で
い
た
。

　
僕
が
き
た
と
き
、
阿
古
島
俊
治
君

（
あ
と
で
代
議
士
と
な
り
、
昭
和
二

十
九
年
四
月
死
亡
）
が
中
学
一
年
生

だ
っ
た
が
、
僕
は
早
く
か
ら
こ
の
少

年
の
好
学
の
才
を
見
抜
い
た
。
彼
は

か
ら
だ
が
弱
く
、
多
分
、
胸
だ
っ
た

ろ
う
が
、
よ
く
病
院
に
き
て
い
た
。

あ
ま
り
裕
福
で
な
く
、
薬
代
に
も
困

る
と
い
う
ふ
う
だ
っ
た
。
そ
れ
で
、

「
君
、
君
、
医
者
か
ら
一
月
分
だ
け

薬
を
取
っ
て
来
給
え
、
あ
と
は
、
こ

っ
ち
で
、
な
ん
と
か
し
て
や
ろ
う
」

と
教
え
て
、
い
つ
も
、
　
一
月
分
の
処

方
箋
で
十
日
分
の
薬
を
出
し
て
や
っ

た
。　

白
石
に
き
た
年
の
十
月
末
の
、
あ

る
朝
の
こ
と
、
五
時
半
ご
ろ
、
小
使

さ
ん
が
下
宿
に
僕
を
呼
び
に
き
た
。

す
ぐ
出
掛
け
る
と
、
入
院
患
者
が
、

お
産
を
し
た
の
だ
っ
た
。
役
目
を
す

　
　
　
　
　
ぬ
ぐ

ま
せ
て
手
を
拭
い
、
中
庭
に
降
り
て

池
の
そ
ば
に
立
つ
と
、
は
る
か
蔵
王

山
の
七
合
目
ぐ
ら
い
ま
で
白
く
な
っ

て
い
た
。
あ
あ
、
美
し
い
な
あ
と
、

し
ば
ら
く
眺
め
て
い
た
。
こ
の
思
わ

ぬ
雪
で
仙
台
二
中
の
生
徒
七
名
、
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
む
ろ

生
二
名
が
熊
野
岳
第
二
御
室
附
近
で

遭
難
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
そ

の
こ
ろ
の
一
大
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た
。

こ
れ
が
分
る
と
す
ぐ
に
救
援
隊
に
加

わ
っ
た
。
前
に
い
た
時
分
、
ス
キ
ー

を
習
っ
た
の
で
、
都
合
が
よ
か
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
大
正
十
一
年
の
七
月

初
め
ご
ろ
だ
っ
た
と
思
う
。
と
て
も

暑
い
日
で
、
白
石
川
の
下
の
洞
門

（
ト
ン
ネ
ル
）
附
近
で
友
だ
ち
と
鮎
釣

り
を
し
て
い
た
。
す
る
と
、
す
ぐ
近

く
で
、
突
然
、
大
騒
ぎ
が
で
き
た
。

び
っ
く
り
し
て
行
っ
て
見
る
と
、
若

い
女
の
入
が
溺
れ
て
岸
に
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
病
院
の
お
医
者
さ
ん
だ
！

と
い
う
の
で
、
頼
ま
れ
て
一
時
間
ぐ

ら
い
人
工
呼
吸
し
た
が
、
も
う
肛
門

が
あ
い
て
い
る
の
で
、
ど
う
し
ょ
う

も
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
、
あ
と
で
全

国
的
に
有
名
に
な
っ
た
小
野
訓
導
だ

っ
た
。
（
中
町
の
「
ま
る
や
園
」
の
山
田

文
子
さ
ん
の
叔
母
さ
ん
）
。

　
僕
が
病
院
に
い
た
こ
ろ
は
、
小
関

さ
ん
が
事
務
に
い
て
、
い
ろ
い
ろ
世

話
を
し
て
く
れ
た
。
こ
の
人
は
、
後
小

路
の
、
も
と
御
家
中
（
片
倉
家
の
家

来
）
の
人
で
、
と
て
も
い
い
入
だ
っ

た
。
今
の
小
関
歯
医
者
さ
ん
の
お
父

さ
ん
だ
（
現
在
、
こ
の
歯
医
者
さ
ん

は
、
亡
く
な
っ
て
い
な
い
）

　
当
時
の
白
石
町
長
は
鈴
木
惣
四
郎

さ
ん
（
孝
一
郎
さ
ん
の
お
父
さ
ん
）

だ
っ
た
。
町
長
さ
ん
は
、
刈
田
病
院

に
、
と
て
も
好
意
を
持
っ
て
い
て
、

極
力
、
病
院
の
た
め
に
な
っ
て
く
れ

た
。
こ
の
人
は
病
院
の
大
恩
人
だ
。

豪
快
な
町
長
さ
ん
が
、
あ
る
日
の
こ

　
　
　
　
　
た
だ
の

と
、
「
オ
イ
、
只
野
　
、
只
野
、
あ
す

　
　
　
　
　
　
　
め
ド

た
（
明
日
）
、
お
前
ど
小
原
さ
え
ぐ

べ
や
（
行
こ
う
よ
）
」
と
い
わ
れ
た
。

し
か
し
、
病
院
で
、
な
ん
ぼ
気
ま
ま

し
て
い
て
も
、
　
「
ハ
イ
、
お
供
し
ま

す
」
と
は
言
い
か
ね
た
。
そ
う
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
す
ん
べ
し

ら
、
「
ほ
ん
な
ご
ど
、
心
配
す
ん
な
お

れ
が
阪
東
院
さ
話
す
て
や
っ
か
ら
」

と
、
院
長
と
交
渉
し
、
　
「
で
は
行
っ

て
も
よ
ろ
す
い
」
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
昼
は
、
鮎
釣
り
を
し
て
か
ら
、

そ
の
晩
は
、
古
湯
の
「
か
つ
ら
屋
」
に

泊
っ
た
。
さ
て
、
十
二
時
ご
ろ
に
な
る

と
、
町
長
さ
ん
が
枕
も
と
で
「
只
野
、

起
ぎ
ろ
、
起
ぎ
ろ
、
ほ
の
釣
竿
ば
た

ん
が
っ
て
（
持
っ
て
）
、
お
れ
の
う
っ

し
ょ
（
う
し
ろ
）
さ
付
え
で
こ
え
、

お
も
つ
し
エ
ー
（
お
も
し
ろ
い
）
も

の
ば
、
見
せ
て
や
る
ぞ
」
と
い
う
。

仕
方
な
し
に
、
ね
ぽ
け
ま
な
く
で
暗

い
廊
下
お
曲
り
曲
り
、
町
長
さ
ん
の

う
し
ろ
に
付
い
て
行
っ
た
。
ど
こ
へ

行
く
か
と
思
う
と
西
の
は
な
れ
の
座

敷
だ
っ
た
。
夜
夜
中
、
こ
こ
ま
で
遠

征
し
た
わ
け
だ
っ
た
。
そ
の
あ
と
の

こ
と
は
、
ゆ
っ
く
り
、
あ
と
で
聞
か

せ
よ
う
（
元
刈
田
病
院
薬
剤
士
、
只

野
淳
さ
ん
の
話
）
」8

量
麿

．
麗
闘
撫

　
　
　
　
　
墾

騒

謬
勘

なみ

のん

図

書

館

よ
み
き
か
せ
と
お
は
な
し
の
世
界

　
　
　
　
　
　
小
松
崎
　
進

日
本
名
僧
一
〇
〇
話

　
　
　
　
　
　
中
島
　
繁
雄

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
妻
　
哲
学
夜
話

　
　
　
　
　
　
玉
井
　
茂

歴
史
へ
の
招
待

　
　
　
　
　
日
本
放
送
出
版
協
会

実
録
満
鉄
調
査
部
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
草
柳
　
大
蔵

妻
の
財
産
知
恵
袋

　
　
　
　
　
　
泉
　
欣
七
郎

教
育
学
大
事
典
　
全
六
巻

　
　
　
　
　
　
細
谷
　
俊
夫
外

聡
明
な
女
の
人
間
関
係
十
二
章

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
健
二

あ
な
た
こ
そ
あ
な
た
の
主
治
医

　
　
　
　
　
　
僑
本
　
行
生

手
抜
工
事
教
え
ま
す

　
　
　
　
　
　
木
田
　
喜
弘

家
の
修
理
と
収
納
講
談
社

動
く
木
彫
人
形
　
友
永
　
詔
三

栄
光
の
日
本
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
．
M
社

不
眠
症
諸
君
　
　
な
だ
　
い
な
だ

眠
る
盃
　
　
　
何
田
　
邦
子

入
　
妻
　
　
　
　
三
浦
　
朱
門

殺
人
方
程
式
　
G
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

風
の
墓
標
　
　
　
平
岩
　
弓
枝

詩
集
　
星
の
国
行
の
青
列
車

　
　
　
　
　
　
岩
井
　
幸
明

科
学
の
ア
ル
バ
ム
　
全
六
十
巻

　
　
　
　
　
　
あ
か
ね
書
房

お
は
よ
う
白
馬
　
加
藤
　
太
一

つ
り
か
ね
と
お
ば
さ
ん

　
　
　
　
　
　
竹
下
　
文
子

／0

生
活
の
知
恵

　
　
　
仙
台
の
堤
焼
き

　
宮
城
県
の
工
芸
品
は
、
も
と
も
と

藩
主
の
伊
達
と
、
そ
の
他
の
領
主
の

保
護
に
よ
っ
て
育
成
さ
・
れ
た
。

　
焼
き
も
の
を
焼
く
窯
も
旧
藩
時
代

に
は
仙
北
と
仙
南
に
い
く
つ
も
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
は
ざ
　
　
　
　
　
　
な
ぺ
い
し

た
。
白
石
市
福
岡
の
萩
の
坂
と
鍋
石

に
も
窯
が
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ

を
白
石
焼
と
呼
ん
で
い
る
。
仙
北
の

吉
田
有
閣

　
　
　
（
白
石
）

き
り
こ
み

切
込
焼
き
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
窯
も
今
は
す
た
れ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ず

仙
台
の
堤
町
に
窯
が
僅
か
な
が
ら
残

っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
本

当
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　
堤
焼
き
は
、
元
録
時
代
（
今
か
ら

約
三
百
五
十
年
前
）
か
ら
仙
台
の
堤

町
に
住
む
伊
達
家
の
足
軽
た
ち
の
内

職
と
し
て
藩
の
保
護
の
も
と
に
作
ら

れ
る
。
水
が
め
、
味
噌
が
め
、
塩
が

　
　
　
　
　
　
　
さ
は
ち
　
　
ほ
う
ろ
く
　
　
か
た

め
、
堂
内
天
神
、
皿
鉢
、
焙
烙
、
片

く
ち
　
　
セ
オ
つ
ぽ
　
　
　
ひ
ば
ち

口
、
油
壷
、
火
鉢
な
ど
た
く
さ
ん
の

種
類
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
非
常
に
丈

夫
で
台
所
用
品
と
し
て
は
恐
ら
く
日

本
一
で
あ
ろ
う
。

　
粕
は
主
に
鉄
で
あ
り
、
他
所
の
窯

で
は
容
易
に
見
ら
れ
な
い
、
し
っ
か

り
し
た
出
色
の
焼
き
も
の
で
あ
る
。

と
く
に
、
鉄
粕
に
ナ
マ
コ
の
色
が
流

れ
出
た
も
の
は
、
ま
こ
と
に
見
事
で

あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
町
で
売
ら
れ
て

　
　
せ
ん
さ
い

い
る
繊
細
な
、
い
わ
ゆ
る
「
下
り
物
」

と
は
比
較
に
な
ら
ぐ
と
て
も
力
強
殺
。

し
か
し
、
ど
こ
で
も
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
土
地
の
人
た
ち
は
、
そ
の
良
さ
を
知

ら
ず
、
．
長
い
間
、
粗
末
に
扱
っ
て
き
た
。

　
今
か
ら
十
二
二
二
年
前
程
か
ら
、

急
に
堤
焼
き
の
良
さ
が
わ
か
る
よ
う

に
な
り
、
こ
と
に
、
東
京
、
横
浜
、

大
阪
な
ど
の
都
会
の
人
た
ち
が
目
を

付
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
、
現
在
、
茶

道
と
花
道
と
先
生
た
ち
が
、
非
常
に

重
宝
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
白
石

地
方
の
ど
の
家
に
も
こ
の
焼
き
も
の

が
、
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
思
う

が
、
ぜ
ひ
大
切
に
保
存
し
て
も
ら
い

た
い
。
貴
重
な
民
俗
資
料
で
あ
る
し
、

昔
作
ら
れ
た
こ
の
優
れ
た
焼
き
も
の

は
、
も
う
二
度
と
は
作
ら
れ
な
い
か

ら
で
あ
る
。

　
な
お
、
最
近
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
で

仙
北
の
切
込
焼
き
が
復
興
し
た
こ
と

を
知
っ
た
、
大
変
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
。

今
日
、
他
の
窯
の
復
興
を
望
ん
で
い
る
。

宿
　
属

灘
立
　
薔

〈
投
句
さ
れ
る
方
へ
〉

毎
月
十
五
日
ま
で
に
封
書
た
さ
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
え

　
　
歌
　
　
壇

あ
　
せ
　
び

馬
酔
木
散
る
土
佐
の
寂
し
き
彼
の
丘
に
伊
達
兵
部
の

墓
あ
わ
れ
に
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
浜

よ
き
年
に
あ
れ
と
．
願
ひ
つ
つ
妻
と
共
に
古
稀
を
迎
へ

て
嬉
し
初
春
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

か
ら
か
ら
と
足
音
に
似
て
枯
葉
舞
ふ
夫
の
帰
り
の
遅

き
夕
べ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
内
　
矩
子

朝
の
陽
の
さ
揺
ら
ぐ
川
に
白
鳥
の
姿
や
さ
し
も
鴨
に

交
り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
千
代
子

イ
ン
デ
オ
の
ゆ
か
り
の
部
落
長
閑
な
り
芝
生
の
上
に

お
と
め
物
干
す
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

門
松
を
山
に
選
び
て
帰
る
み
ち
山
の
清
水
に
芹
を
摘

み
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
省
三

新
年
の
仕
合
せ
祈
り
黒
豆
を
今
年
も
煮
込
み
祝
膳
に

そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

小
庭
辺
の
椿
の
花
芽
に
霜
下
り
て
待
ち
居
し
花
も
咲

か
ず
散
り
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
か
つ

え
、
白
石
市
役
所
総
務
課
広
報
係

（
白
石
市
字
桜
小
路
三
五
）
へ

川
　
股
　
兵
　
三
　
選

に
ぎ
や
か
に
集
い
し
子
等
の
帰
り
ゆ
き
庭
の
八
ヴ
手

に
雪
は
降
り
積
む
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
静
枝

弥
治
郎
の
沢
辺
に
咲
き
し
ま
ん
さ
く
の
花
を
し
見
れ

ば
春
は
き
に
け
り
　
　
　
　
　
菅
野
新
一

庭
の
樹
の
枝
に
積
り
し
よ
べ
の
雪
輝
き
な
が
ら
風
に

散
る
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

せ
わ
し
げ
に
椿
つ
い
ば
む
ひ
よ
鳥
を
厨
の
窓
辺
に
寄

り
て
見
て
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

お
茶
会
に
す
れ
ち
が
え
た
る
麗
し
き
人
に
残
り
し
香

漂
へ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
良
子

　
　
　
　
　
お
　
も
　
と

た
く
ま
し
き
万
年
青
に
添
え
し
水
仙
に
陽
光
お
よ
び

て
初
春
祝
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

テ
レ
ビ
に
て
鮭
の
豊
漁
の
ニ
ュ
ー
ス
見
ぬ
送
り
来
し

鮭
は
み
な
身
が
厚
し
　
　
　
　
　
　
山
咲
　
さ
く

俳

壇

鈴
木
貞
二
選

股
火
鉢
し
て
朝
市
の
店
の
番

吹
か
れ
き
て
風
化
窓
を
過
ぎ
ゆ
き
ぬ

寒
紅
を
女
た
つ
き
の
た
め
濃
ゆ
く

あ
ど
け
な
き
花
嫁
ご
寮
秋
ざ
く
ら

慈
善
鍋
に
お
と
す
硬
貨
の
音
寂
し

柿
の
実
の
皆
冬
鳥
に
つ
・
か
れ
し

雨
は
れ
て
紅
葉
濃
か
り
し
茶
会
か
な

三
浦
　
愛
嶺

小
野
嘉
津
子

半
沢
も
り
え

青村佐鈴
木上藤木

秋
茄
子
の
4
さ
き
を
え
ら
み
わ
さ
び
漬
遠
藤

句
作
し
て
は
や
も
一
年
返
り
花

日
だ
ま
り
に
群
り
咲
き
ぬ
福
寿
草

こ
の
家
の
娘
も
嫁
ぎ
け
り
寒
椿

よ
き
友
と
師
走
忘
れ
て
湯
治
か
な

採
石
の
飯
場
閉
し
て
山
眠
る

折
り
も
て
ば
紫
こ
ぼ
れ
式
部
の
美

大
庭

良省良静善民
子三子枝夫子

村
松
き
し
よ

山
吹
　
さ
く

阿
部
み
さ
子

佐
藤
梅
月

高
橋
　
美
代

／1



お
知
ら
せ
板

お
知
ら
せ
板

夢華欝蕪捕纂』灘畷騰』

保

お

知1＞日時

ら

せ

板〉場所

健

　　三種混合定期予防接種

　ジフテリア、百日咳、破傷風〔三

種混合）の定期予防接種（第二期）

を行います。との予防接種は予防

接種法に基づいて実施するジフテ

リア、百日咳と保護者の不安が著

しい破傷風の予防接種を同蒔にお

こなうものです。

1日日寺　3月18日　13目寺30分～

　　　　　　　　　　14時まで

2場所　白石市健康センター

3料金　無　　料

4接種するお子さん

　昭和51年4月1日～同9月30日

　までの出生者

5その他（1澗診書は必ず記載し

　て当日持参して下さい。（2）母子

　手帳も持参して下さい。（3）身体

　に異常がある場合、接種前にか

　かりつけの医師の診断を受ける

　などの処置をとって下さい。

6今回接種できないお子さん

（D第1期を1回しか接種しないお

　子さん

（2）54年4月以降に第1期の接種を

　したお子さん。

　　ポリオ生ワクチンの投与

　急性灰白髄炎（小児マヒ（予防

のためポリオ生ワクチンの経口投

与を実施いたします。

　　　　1回目　4月8日

　　　　2回目　4月11日

　いすれも13時30分～14時

　　　　白石市健康センター

〉対象者（1）昭和54年1月1日から

　昭和54年　6月3（旧まで出生し

　た者…・一2回目　（2）昭和54年7

　月1日から昭和54年12月31日ま

　でに出生した者一1回目　（3）

前各項以前の出生者でまだ投与

　を受けていない者及び1回の投

／3

　与しか受けてない生後48ヵ月ま

　でのもの

［＞その他　ω間診票は必ず記載し

　当日持参して下さい。（21母子手

　帳も持参下さい。（31身体に異常

　がある場合、投与前に、かかり

　つけの医師の診断を受けるなど

　　の処置をとって下さい、

し尿浄化槽設置

昭和54年1月より汲み取り便所

を改造し又は新築、増改築などで

し尿浄化槽を設置する場合は市と

し尿浄化槽の設置に関する事前協

議を済ました後、係員が現地を調

査して、設置者に対し事前協議済

書の交付をいたしますが、この協

議済書がないと設置は出来ません。

　事前協議をする場合は次の書類

を添付しなければなりません。

（1）設置場所の見取図　〔2）放流地点

の水利権者の同意書　13）し尿浄化

槽設置届　（4）し尿浄化槽構造図

（5腕工業者との施工契約書　（6）設

置者の誓約書　（7）その他必要な書

類　くわしくは市衛生課又は、し

尿浄化槽請負施工業者にお問い合

せ下さい。盈5～2111内線

129

税の窓口
　固定資産課税台帳の縦覧期間

　固定資産課税台帳の縦覧を本年

は次のとおり行いますのでご利用

下さい。

〉とき　3月1日～3月21日まで

　（ただし日曜日・祝日を除く）

　の執務時間内

〉ところ　白石市役所税務課

　昨年相続　贈与、売買及び家屋

の新増築、取殿等を行った方は台

帳を確認して下さい。登録等にあ

やまりがあった場合の修正する期

間でも菱）1）ますのでぜひおいで下

さい、

　電話での問い合わせは受け付け

ませんのでこ了承下さい。

　所得税の申告と納税は3月15目

まで

　所得税の確定申告は、おすみで

すか。3月15日が期限です。期限

間近になりますと、税務署は大変

混堆しますので早めに申告をすま

せましょう

　申告書の書き方は「確定申告の

手引」や「申告書のかきかた」な

どに説明してあります。これらを

参考に自分で書いてください。

　申告をしなければならない入が

申告をしなかった1）、誤った申告

をしたりしますと、後で、不足の

税金を納めるだけでなく、加算税

なども納めなければならないこと

になりますので、忘れすに正しい

申告をしてください。

　また、所得税の計算をするとき

には、いろいろな控除か受けられ

ますが、①医療費控除を受けると

きは、支払った医療費の領収書、

②住宅取得控除には、④建築確認

通知書の写し、◎登記簿謄本、◎

住民票の写し、など確定申告の際

に添付したり、提示したする書

類がありますので、あらかじめ準

備の必要があ1）ます。

　　なお、お分i）にならないとき

はお気軽に税務相談室におたずね

ください。

旧軍人及び戦没者
　　の遺族の方へ

〉旧軍人等の加算年の年額計算へ

の算入要件緩和

　旧軍人等の加算年を普通恩給の

年額計算のヌ1息礎在職年に算入する

場合における年令要件を緩和し、

60歳以上65歳未満の方についても

この算入措置がなされます。

お
知
ら
せ
板

お
知
ら
せ
板

お
知
ら
せ
板

〉旧海軍の特務士官及び准士官の

仮定俸給の改善

　　旧海軍の特務士官及び准士官（

　海軍の下士官としての階級を有し

おていた方に限る）の仮定俸給の引

知き上げがなされます・（昭和20年

ら　11月30日以前に実在職年13年以上

せの方）

板〉戦没者の遺族に特別弔慰金が支

　給されます。

　　満州事変（昭和6年9月18日）

　以降の戦没者の遺族で、昭和50年

　4月1日から昭和54年3月31日ま

　での間に公務扶助料、遺族年金等

　を受給している方がいなくなった

　場合、特別弔慰金として12万円（

　6年償還の国債）が支給されます。

　　第二回特別弔慰金（20万円10年

　償還の国債〉を受給した方は該当

　しません。

　　以上について請求手続などくわ
お　しいことは、市社会福祉事務所に

知問い合せてください（奮5～2111

ら
　内線156）

せ
板 市敬暫胎贈呈

　　本年1月1日現在で77歳以上（明

　治35年12月31日以前の出生者（の

　方で、白石市に引き続き1年以上

　居住している方に贈呈します。

　〉敬老祝金の額　年額5千円

　〉持参するもの　通知書、印鑑

　〉その他　受領は代理人でも可能

お　　通知書は4月1日付で発送しま

知すが　　該当される方で、通知が

ら　ない場合は、福祉事務所、出帳所

せ　　分室までお申し出下さい。

板贈呈の日時と場所
　　　　　　　時　　　間　　　　　地区　　　　　　　　　　　場　　　所　　　贈呈日

4月10日

”

7F

”

白石

越河

斎川

大平

大鷹沢

白III

福岡

小原

9100内15：00

”

”

市役所市民ホール

越河出張所

斎川出張所

大平分室
大鷹沢出張所

白川出張所

福　岡分室

’卜原出張所

児　童館
　児童館では、昭和55年4月から

利用される児童の登録申請を受付

しております。市内の小学校に在

籍する児童であれば児童登録申請

をして児童館を利用することがで

きます。特に両親の共働きなどに

よって留守がちになる家庭の場合

等は学校放課後に健全な遊び場と

して利用されるようおすすめしま

す。

　申請用紙はそれぞれの児童館に

ありますので、くわしいことは児

童館に問合せ下さい。

〉第一児童館　白石市字亘理町

　　　　　費5～7070
〉第二児童館　白石市字白石沖

　　　　　盈5～3875

募 集

　　　白石高等技術専門学校

　白石高等技術専門校の学生を次

の科目について、第二次募集をし

ます。

〉募集科目　経理事務課、自動車

　整備科、建築科、ブロック建築

　科

〉応募資格　昭和55年3月中学、

　高校卒業見込みの者又は、同等

　以上の学力を有する者。

　くわしくは白石公共職業安定所

智5～3107又は白石高等技術

専門校智5～2444へお問い合
せ下さい。

　公立刈田綜合病院事務職員

〉採用予定人貝　初級職1名

〉受験資格　白石市外二町組合の

　区城内に居住し、高等学校卒業

以上の学歴を有するもので昭和

　30年4月2日から昭和37年4月

　1日までに生れた者

〉試験　第一次試験及び身体検査

〉試験日時　場所

（イ）日時　昭和55年3月18日10時～

（ロ）場所　分立刈田綜合病院大会議

　　　　土
〉受験手続

（イ）受験申込　申込用紙は公立刈田

　綜合病院庶務課入事係に用意さ

　れた用紙を使用し提出すること

（ロ坤申込受付期間　昭和55年3月

　3月12日消印まで有効）

〉その他　くわしくは公立刈田綜

　合病院庶務課人事係盈5～21

　45内線206へ

　　　　　　　　　　　　　　お

　　　　　　　　　　　　　　知

　　　　　　　　　　　　　　ら

日～3月12日まで（郵送の場合せ

　　　　　　　　　　　　　　板

白石郵便局

卒業、就職のお祝いをお便りで

春は希望を胸に、新しいスタート

を切る若人がいっぱいです。人生

の重大な節目を迎え知人や友人に

お祝いや、激励の手紙を書いては

いかがでしょう　　一生の思い出お

として、どんな高価な記念の品よ知

りも、永く心に残ることと思いまら

す。　　　　　　　　　　　　せ

　就職記念に簡保に加入しましょ　板

う。人生のスタートでもある就職

は自らの生活設計を立てるチャン

スでもあります。入間一生の間に

は、不慮の事故や災害など予知せ

ぬ種々の出来事により、経済不安

に陥いる場合があります。

　不安を無くし、安心して働ける

お手伝いをするのが簡易保険の「疾

病、傷害付ニュークロバーファイ

ブ」です。掛金が安く保障も大き　　　　　　　　　　　　　　　お
い簡易保険を就職の記念にお勧め知

　　　　　　　　　　　　　　　いたします。　　　　　　　　　1ら

　くわしくは最寄りの郵便局におせ

たづね下さい。　　　　　　　　板

演題　女性の生きがいを考える

講師　婦人少年室長安山道子氏

とき　3月22日（土）午後1時，

　　　33分～3時30分

場所　白石市働く婦人の家
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3月健藁力幽ン勿』
日

3

4

4

5

5

6

6

7

10

10

11

11

E
13

13

14

－
　
　
一

17

区 分

健　康相談

健　康　相談

健　康　相　談

健　康　相　談

妊　婦教室

健　康相談

3ヵ月児健診

健　康相談

健　康相　談

健　康相　談

健　康　相　談

健　康　相　談

健　康　相　談

健　康　相　談

3ヵ月児健診

健　康　相談

健　康　相　談
冒
健
康 相談

18，健　　　康　　ネ目　　言炎

1δ

19

19

19

ワ
】

21

24

ウ
】

25

つ
臼

26

26

26

27

27

28

31

健　　　F、蓑　　木目　　言炎

健康相談
妊　婦　教　室

1才6ヵ月児健診

健康繭談
6力同1児乎建言疹

健　康　相　談

健康’相談

健　康　相　談

3才6ヵ月児健診

健　康　相　談

健　康相談

12ヵ月児育児相談

健　康　相　談

6ヵ月児健診

健　康相　談

健　康相談

受付時間
9：00～11二〇〇

9：00～11：00

9＝30～11；00

9：00～11：00

9：30～9：40

9；00～11：00

12140～12：50

9：00～11：00

9＝00～11：00

9：30～11　：00

9：00～11二〇〇

9：30～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：30～11：00

9：0U～11：00

9：QO～ll；1）0

9　：30～11　：0【）

9：00～11：00

9：30～11　：00

9；〔）0～11：00

9　：30－　 9　：40

ユ2：30、時間厳守

9：00～11：00

12：40～12：50

9：00～11：00

9：30～11　：00

9：00～11：00

12　：30～13・：［）0

9：00～11：00

9：30～11：｛）0

9：50～10：00

13二〇〇～

9：00～11：00

12：40～12：50

9：00～11：00

9：00～11：00

対象地区

全　地　区

全　地　区

越河地区

全　地　区

全　地　区

全　地　区

全　地　区

全　地　区

全　地　区

大平地区

、全　地　区

白III地区

全　地　区

全　地　区

全　地　区

全　地　区

全　地　区

大鷹沢地区

全　地　区

小原地区

全　地　区

全　地　区

全　地　区

全　地　区

白石地区以外

全　地　区

斎lll地区

全　地　区

全　地　区

全　地　区

福岡地区

白石地区

白石地区以外

全　地　区

白石地区

全　地　区

全　地　区

場 所

健康センター

健康センター

越河公民館

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

大平公．民館

健康センター

白　川　公民負官

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

大鷹沢公民館

健康センター

小原　民館

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

斎川公民館

健康センター

健康雪ンター

健康センター

福岡公民館

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

備　　考

54．11．15～
54，12．6生

54．Il．15～
54．12．13生

53．9生

54．9生

51．9生

54．3生

54，9生

わが家のアイドル

　　　　　ふみ「

　　遠藤芙美ちゃん
　　　　（半沢屋敷西）

　ママから一言
　　“頑張れ、芙美ちゃん！”

　　　　影・』罪』講養

　　　幾嚢灘．

　　　諾述、ミ聴轡町

　　　　　　まさる
　　　佐久間大ちゃん
　　　　　（大平森合）

　ママから一言

　“とにかく丈夫に育って欲い”

佛日急患当番医
月　日

3／2

9

16

20

23

30

内　　科

引地医院
（5〉2036

柿崎医院
（5）2210

亘理医院
（5）8501

大沼医院
（5）2502

広瀬医院
（5）0238

巴医院
（5）2410

外　　科

刈田病院
（5）2145

堤医院
（5）1181

刈田病院
（5）2145

朝倉病院
（5）2101

銭谷医院
（5）2010

宮城医院
〔5）2062

都合により変更になる場合もあります。

　　　　　　　　　　〆4


